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●「人が集まる場所でのマスク着用」「こまめな手洗い」「3密の回避」
が5割を超える（資料4-1）。

●全体で約6割が新型コロナウイルスへの感染リスクを意識（資料
4-2）。

●コロナ情報収集は「民放」「ニュースサイト・アプリ」が5割を超え
「NHK」が4割超で上位（資料4-3）。

●コロナ後に活動機会が増えた「地上波テレビ視聴」「メールやメッ
セージのやりとり」「YouTube」「オンラインショッピング」6割超
（資料4-4）。

●コロナ禍以降に悪化したものは「目の不調」「肩・首筋のこり、痛み」
約2割で上位（資料4-5）。

第1節

ニューノーマルでの生活
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0% 20% 40% 60% 80%10% 30% 50% 70%

人が集まる場所でのマスクの着用

こまめな手洗い・殺菌

3密の回避

マスクを着用していない人に近づかない

キャッシュレス決済の利用

食料品や日用品のまとめ買い

ネットバンキングの利用

スマホ、タブレットの除菌

接触確認アプリのインストール

デリバリー・テイクアウトサービスの利用

パソコンの除菌

特に何も行っていない

69.369.3

68.768.7

56.756.7

47.647.6

36.936.9

26.926.9

16.716.7

14.514.5

10.410.4

8.88.8

8.18.1

12.612.6 (n=6,240)(n=6,240)

出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「人が集まる場所でのマスク着用」「こまめな手洗い」「3密の回避」が5割を超
える。
●コロナ拡大後から推奨された「キャッシュレス決済の利用」約4割、「ネットバ
ンキングの利用」約2割。

感染予防対策（複数回答）資料4-1
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

女性

男性

4.44.4

3.33.3

5.55.5

35.435.4

34.734.7

36.136.1

50.450.4

51.751.7

49.149.1

9.89.8

10.410.4

9.39.3

■ 非常にある■ ある程度ある■ あまりない■ 全くない

(n=6,240)(n=6,240)

出典：2022年次世代ライフスタイル調査

感染リスク意識（複数回答）

●全体で約6割が新型コロナウイルスへの感染リスクを意識。約半数は「ある程
度ある」。
●男性の方が女性よりも感染リスク意識が低い。

資料4-2
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0% 20% 40% 60%10% 30% 50% 70%

59.359.3

51.851.8

42.142.1

31.731.7

24.224.2

21.221.2

13.413.4

12.212.2

11.211.2

11.111.1

8.28.2

6.76.7 (n=6,240)(n=6,240)新型コロナに関する情報は見ない

医療機関のサイト

YouTube

職場の知り合いから

Twitter

友人から

政府や自治体のサイト

家族から

新聞・広報誌など紙媒体

NHK（テレビ・ラジオ・Web・SNS）

ニュースサイト・アプリ

民間放送（テレビ・ラジオ・Web・SNS）

出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「民放」「ニュースサイト・アプリ」が5割を超え「NHK」が4割超で上位。
●「家族から」約2割、「友人から」「職場の知り合いから」1割と人づても。

コロナ情報収集メディア（複数回答）資料4-3
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コロナ禍前後での日々の活動の変化（複数回答）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事のデリバリーサービス、
テイクアウトサービスの利用

ストリーミングサービス
（Amazonプライム、Netflix、Huluなど）

ビデオ通話（LINE通話など通話アプリも
合わせた時間）

スマートフォン、タブレット、テレビでのゲーム

ネットバンキングの利用

SNS（LINE、Twitter、Instagramなど）

オンラインショッピング
（メルカリやネットスーパーなどを含む） 

YouTube（視聴、投稿含む）

メールやメッセージのやりとり

地上波テレビの視聴

■ これまでも行っていたが行う機会が増えた ■ これまで行っていなかったが、行うようになった
■ これまでよりも行う機会が減った ■ これまでも行っておらず、現在も行っていない

56.456.4

49.249.2

48.848.8

46.746.7

40.340.3

30.730.7

28.628.6

23.523.5

23.023.0

18.318.3

11.911.9

13.413.4

12.612.6

13.113.1

11.311.3

11.511.5

10.010.0

13.713.7

10.410.4

13.113.1

16.916.9

17.117.1

9.19.1

10.610.6

9.29.2

9.49.4

8.28.2

7.37.3

6.06.0

8.28.2

14.814.8

20.320.3

29.629.6

29.629.6

39.139.1

48.448.4

53.253.2

55.555.5

60.660.6

60.360.3

(n=6,240)(n=6,240)

出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●活動機会が増えた「地上波テレビ視聴」「メールやメッセージのやりとり」
「YouTube」「オンラインショッピング」6割超。
●コロナ禍前からも現在も行っていない「ストリーミングサービス視聴」「デリ
バリー・テイクアウト」約6割。

資料4-4
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食欲不振

胃腸の病気、便秘

頭痛

睡眠時間

肌トラブル

腰痛

肩・首筋のこり、痛み

目の不調（疲れ・かすみ目・視力など）

■ コロナ禍前より悪化した■ 変わらない■ コロナ禍前より改善された

3.63.6

3.13.1風邪のひきやすさ・なおりにくさ

100%0% 20% 40% 60% 80%

2.72.7

3.03.0

2.62.6

3.53.5

7.67.6

3.03.0

3.13.1

2.62.6

12.012.0

77.377.3

81.181.1

86.086.0

85.685.6

81.881.8

88.788.7

89.589.5

93.793.7

84.984.9

20.120.1

16.016.0

11.311.3

10.910.9

10.610.6

8.38.3

7.47.4

(n=6,240)(n=6,240)

出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●全体的に「変わらない」が8割前後で大半を占める。
●コロナ禍前より改善されたものとしては「風邪のひきやすさ・なおりにくさ」
が12.0%でトップ。
●悪化したものは「目の不調」「肩・首筋のこり、痛み」約2割で上位。

日々の健康・体調面（複数回答）資料4-5
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職場での人間関係

家族との人間関係

仕事での充実感

自己肯定感（自分への満足感）

感情の起伏や気分の安定感

寂しさ・孤独感

メンタル不調、うつうつとした気分

日々の充実感、意欲、やる気

生活での充実感

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■ コロナ禍前より悪化した■ 変わらない■ コロナ禍前より改善された

5.05.0

3.73.7

2.82.8

2.72.7

3.13.1

3.53.5

3.03.0

6.76.7

3.03.0

73.273.2

75.675.6

77.877.8

80.480.4

81.581.5

83.783.7

86.086.0

86.886.8

90.490.4

21.821.8

20.720.7

19.419.4

16.916.9

15.415.4

12.812.8

11.011.0

6.66.6

6.66.6

(n=6,240)(n=6,240)

出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●全体的に「変わらない」が7～9割と大半を占める。
●コロナ禍前より改善されたものとしては「家族との人間関係」が6.7%でトッ
プ。
●悪化したものは「生活での充実感」「日々の充実感、意欲、やる気」「メンタル不
調」約2割。

日々の健康・メンタル面（複数回答）資料4-6



127

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

第
第
第

特に何も行っていない

水泳

ヨガ

サイクリング

スポーツジムでの運動

ランニング

ウェイトトレーニング、筋トレ
（スクワット・腕立て伏せ・腹筋など）

ストレッチ、柔軟体操など

散歩・ウォーキング

0% 20% 40%10% 30% 50%

34.034.0

19.319.3

11.311.3

6.36.3

5.95.9

4.14.1

3.63.6

2.52.5

46.346.3

(n=6,240)(n=6,240)

出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「散歩・ウォーキング」が34.0%でトップ。次いで「ストレッチ、柔軟体操など」
が約2割。
●「特に何も行っていない」が46.3%と半数弱を占める。

日々の運動習慣（複数回答）資料4-7
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

■ 配慮していると思わない
■ まずまず配慮していると思う■ 配慮していると思う

■ 自分自身も家族も勤務していない
■ あまり配慮していると思わない

全体 11.711.7 34.734.7 21.321.3 8.68.6 23.723.7

女性 11.911.9 34.834.8 19.619.6 8.38.3 25.425.4

男性 11.511.5 34.634.6 23.123.1 8.98.9 21.921.9

(n=6,240)(n=6,240)

出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●勤務先が本人または家族の健康管理を「配慮していると思う」が約半数。
●「配慮していないと思う」が約3割と「配慮していると思う」がやや上回る結果。

勤務先の健康管理（複数回答）資料4-8
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●テレワークへの要望「光熱費・通信費の負担」約4割、「業務に必要
な機器・備品などの負担」「テレワーク手当の支払い」約3割（資料
4-9）。

●テレワークの懸念「光熱費が高くなる」約半数、「同居家族への配
慮が難しい」「周囲の雑音が邪魔」約3割（資料4-10）。

●テレワークのメリット「通勤時間を有効活用できる」約半数とトッ
プ（資料4-11）。

●セキュリティ対策「最新のセキュリティ対策ソフト」「OSやソフト
ウェアの最新版へのアップデート」約4割（資料4-15）。

●オンライン会議のマナー「ミュートにしている」約半数でトップ
（資料4-16）。

第2節

在宅勤務・テレワーク
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特に要望はない

ワーケーション制度の導入

最低出社日数の設定

自宅以外でのテレワーク勤務の導入

テレワークの制度の導入、対象業務・
対象地域の拡大

テレワーク手当の支払い

業務に必要な機器・備品などの負担

光熱費・通信費の負担

0% 25% 40%15%10% 35%20%5% 30%

35.935.9

28.228.2

25.125.1

19.419.4

15.115.1

13.713.7

11.211.2

36.536.5

(n=2,392)(n=2,392)

注1：自分または家族がテレワークを実施。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「光熱費・通信費の負担」約4割、「業務に必要な機器・備品の負担」「テレワーク
手当の支払い」約3割。
●「特に要望はない」も約4割。

テレワークへの要望（複数回答）資料4-9



131

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

第
第
第

生活面でのデメリットは特にない

家族の関係が
ギクシャクすることが多くなる

同居家族との衝突が増える

孤独感や疎外感を感じる

周囲の雑音が仕事の邪魔になる

同居家族への配慮が難しい

自宅の光熱費が高くなる

0% 20% 40%10% 30% 50%

(n=2,392)(n=2,392)

47.447.4

31.131.1

28.028.0

15.215.2

14.114.1

10.310.3

22.022.0

注1：自分または家族がテレワークを実施。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「光熱費が高くなる」約半数、「同居家族への配慮が難しい」「周囲の雑音が邪
魔」約3割。

●「生活面でのデメリットは特にない」約2割。

テレワークの懸念（複数回答）資料4-10
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メリットは特にない

心身ともに健康になった

仕事に集中できる・
仕事がスムーズに進むようになった

労働時間が減少した

趣味の時間が増えた

上司や同僚などに直接会わなくてよい

家族との時間が増えた

通勤時間を有効活用できるようになった

0% 20% 40%10% 30% 50% 60%

(n=1,461)(n=1,461)

48.848.8

23.423.4

21.921.9

20.520.5

17.917.9

16.816.8

12.312.3

26.226.2

注1：テレワーク制度がある方。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「通勤時間を有効活用できる」約半数とトップ。
●「メリットは特にない」約3割。

テレワークのメリット（複数回答）資料4-11
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第
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業務面でのデメリットは特にない

成果を出すプレッシャーを感じる

新入社員への教育や新規着任者への
引継ぎが難しい

長時間労働になりやすい

組織の一体感を得にくい

業務遂行にあたって対面でないので
相談しにくい

テレワークではアクセスできない情報がある

他の人が何をしているのかわからない

仕事と仕事以外の切り分けが難しい

0% 20%10% 30% 35%15%5% 25%

(n=1,461)(n=1,461)

30.830.8

25.525.5

22.622.6

22.522.5

21.421.4

14.914.9

13.913.9

10.110.1

29.629.6

注1：テレワーク制度がある方。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「仕事と仕事以外の切り分けが難しい」「他の人が何をしているのかわからな
い」約3割。
●「業務面でのデメリットは特にない」約3割。

テレワークのデメリット（複数回答）資料4-12
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第
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大画面のディスプレイを使える

ディスプレイと40センチ以上の距離を確保

ひじ掛けがある椅子がある

高さを調整できる椅子がある

机は作業中に足が窮屈でない空間がある

机は必要なものが配置できる広さがある

専用の机がある

明るい照明がある

快適な室温・湿度を保てる

0% 20%10% 30% 35%15%5% 25%

(n=882)(n=882)

32.032.0

30.030.0

27.827.8

27.027.0

24.824.8

20.620.6

20.220.2

19.619.6

18.318.3

注1：テレワーク実施者。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「快適な室温・湿度」「明るい照明」「専用の机」「必要なものが配置できる広い
机」約3割。

テレワークの環境（複数回答）資料4-13
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会社から貸与されているタブレット（Android）

自分のタブレット（Android）

自分のタブレット（iPad）

会社から貸与されているタブレット（iPad）

会社から貸与されているスマホ（Android）

自分のスマホ（Android）

自分のスマホ（iPhone）

会社から貸与されているスマホ（iPhone）

自分のパソコン

会社から貸与されているパソコン

0% 30%10% 50% 60%20% 40%

(n=882)(n=882)

50.050.0

35.835.8

19.519.5

17.317.3

13.713.7

9.09.0

7.07.0

6.06.0

4.14.1

2.52.5

注1：テレワーク実施者。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「会社貸与のパソコン」5割でトップ。続いて「自分のパソコン」約4割。
●スマートフォンはiPhoneがAndroidよりも使用されている。
●タブレットを使用しているのは1割未満。

テレワークで使用している機器（複数回答）資料4-14
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特にしていない

他人から画面を見られないようにする

機密性の高いファイルを送付する
際には暗号化やパスワードを設定

VPNを利用している

提供元不明のアプリはダウンロードしない

信頼できないWi-Fiには接続しない

端末ロック
（パスワード、指紋認証など）を利用

OSやソフトウェアを最新の
バージョンにアップデートして利用

最新のセキュリティソフト
（ウイルス・危険サイトなどへの対策）

0% 20%10% 30% 40% 45%15%5% 25% 35%

(n=882)(n=882)

38.838.8

36.736.7

35.635.6

33.933.9

32.832.8

28.928.9

25.125.1

18.318.3

20.020.0

注1：テレワーク実施者。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「最新のセキュリティ対策ソフト」「OSやソフトウェアの最新版へのアップ
デート」約4割。
●「特にしていない」2割。

テレワークのセキュリティ対策（複数回答）資料4-15
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特にない

目的に応じてパソコンやスマホなど
機器を使い分けている

映像／音声を事前に確認している
（背景画像やボリュームなど）

相手と会話が被らないように心がけている

相手の顔を映すことを強要しない

家族やプライベートなものが
映らないように配慮する

遅れないように事前に接続して準備している

話をしていない時にはミュートにしている

0% 20% 40% 45%10% 30%15% 35%5% 25% 50%

(n=1,756)(n=1,756)

46.746.7

43.243.2

36.336.3

29.829.8

28.828.8

24.824.8

19.019.0

13.413.4

注1：オンライン会議経験者。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「ミュートにしている」約半数でトップ。
●「事前接続準備」「プライベートが映らないように配慮」約4割。
●「特にない」も約1割。

オンライン会議のマナー（複数回答）資料4-16
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●オンライン学習のメリット「移動が不要」約6割（資料4-17）。

●オンライン学習のデメリット「目や肩腰が疲れる」が約4割（資料
4-18）。

●オンライン学習で利用している機器「スマートフォン」約8割（資料
4-19）。

●オンライン学習では「Zoom」の利用頻度が最も高く約7割（資料
4-20）。

第3節

オンライン学習
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あてはまるメリットは１つもない

質問がしやすい

対面授業・講義より学習効果が高い

受講料が安価

これまで受けられなかった講義も受講できる

人の目を気にしないで
落ち着いた環境で受講できる

自分のペースで学習できる

移動が不要

0% 20% 40% 50% 60%10% 30% 70%

(n=1,227)(n=1,227)

57.457.4

45.445.4

38.038.0

24.624.6

24.024.0

11.011.0

10.710.7

6.36.3

注1：オンライン学習経験者。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「移動が不要」約6割とトップ。
●「自分のペースで学習」約半数、「落ち着いた環境」約4割。

資料4-17 オンライン学習のメリット（複数回答）
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あてはまるデメリットは１つもない

自宅に回線やパソコンなど
設備がない・機器を使いこなせない

対面授業・
講義よりも課題提出が多い

他の受講者、教員・講師との
一体感がない、孤立感がある

対面授業・講義よりも集中できない

通信費や光熱費が高くなる

対面授業・講義よりも
質問や発言がしにくい

目や肩腰が疲れる

0% 20% 40%10% 30%5% 25%15% 35% 45%

(n=1,227)(n=1,227)

38.738.7

27.127.1

25.525.5

23.423.4

22.422.4

13.813.8

12.612.6

16.616.6

注1：オンライン学習経験者。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「目や肩腰が疲れる」が約4割でトップ。
●「質問や発言しにくい」「通信費や光熱費が高くなる」約3割。
●「あてはまるデメリットはない」約2割。

オンライン学習のデメリット（複数回答）資料4-18
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タブレット

パソコン

スマートフォン

0% 20% 40%10% 30% 50% 60% 80%70% 90%

(n=1,227)(n=1,227)

79.079.0

31.431.4

10.810.8

注1：オンライン学習経験者。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「スマートフォン」約8割でトップ。
●「パソコン」約3割、「タブレット」約1割。

オンライン学習で利用している機器（複数回答）資料4-19
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0% 20% 40% 60% 80% 100%10% 30% 50% 70% 90%

Cisco Webex

その他

FaceTime

Google Meet/Hangouts

Microsoft Teams/Skype

LINE

YouTube

Zoom

■ 週に1回以上 ■ 月に1～ 3回
■ 受講したことはあるが、月に1回未満 ■ このツールでは受講したことがない

(n=1,227)(n=1,227)

21.321.3

16.916.9

15.115.1

10.010.0

7.17.1

4.64.6

4.44.4

5.15.1

19.219.2

12.112.1

8.18.1

10.410.4

8.28.2

5.45.4

5.45.4

6.96.9

28.628.6

12.612.6

7.27.2

14.214.2

9.49.4

6.96.9

9.29.2

7.67.6

30.930.9

58.558.5

69.769.7

65.465.4

75.375.3

83.183.1

81.081.0

80.480.4

注1：オンライン学習経験者。
出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「Zoom」の利用頻度が最も高く約7割。次いで「YouTube」が4割超。

オンライン学習のツールと頻度（複数回答）資料4-20



ポイント

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

第
第
第

143

●今後利用してみたいサービス、実現を期待しているサービス「自
動運転」「オンライン診療・見守りサービス」が約3割、「ドローン
配送・地上配送ロボット」が約2割（資料4-21）。

●AIへの期待が大きいのは「生活家電」「医療」「グルメ・旅行」約半数
（資料4-22）。

●AIへの不安が大きいのは「不動産・金融」「個人・ビジネスマッチ
ング」「医療」2割超（資料4-22）。

新たなサービスの利用意向

第4節
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第 アバターやVRなどを活用した

臨場感の高い遠隔就労

バーチャルショールームによる
洋服や自動車などの商品購入

臨場感の高い授業や習いごとを自宅で受講

AR、VR、アバターを用いた
体験型アミューズメント

スポーツやライブのマルチアングル視聴

遠隔手術

ドローン配送・地上配送ロボット

オンライン診療・見守りサービス

自動運転

0% 20%10%5% 25%15% 30% 35%

(n=6,240)(n=6,240)

32.732.7

28.328.3

19.119.1

12.512.5

12.512.5

12.212.2

12.212.2

9.69.6

7.47.4

出典：2022年次世代ライフスタイル調査

●「自動運転」「オンライン診療・見守りサービス」が約3割。
●「ドローン配送・地上配送ロボット」が約2割。

新しいサービスの利用意向（複数回答）資料4-21
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●AIへの期待が大きいのは「生活家電」「医療」「グルメ・旅行」約半数。
●AIへの不安が大きいのは「不動産・金融」「個人・ビジネスマッチング」「医療」2
割超。

AIサービスの利用意向（複数回答）資料4-22

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人・ビジネスマッチング
（転職、婚活など）

不動産・金融（資産運用アドバイス、
家計簿など）

ファッション（コーディネート支援など）

ゲームや娯楽（対戦ゲームなど）

教育・学習（オンライン学習支援、
教育アプリなど）

ヘルスケア
（ダイエットやトレーニング支援）

コミュニケーション（対話アプリ、
コミュニケーションロボット、
自動翻訳など）

グルメ・旅行
（飲食店・宿泊施設の予約など）

医療（画像診断など）

生活家電（掃除機、冷蔵庫、
エアコン、スマートスピーカーなど）

(n=6,240)(n=6,240)

■ 期待が大きい 
■ 不安が大きい ■ わからない
■ どちらかといえば期待が大きい

■ どちらかといえば不安が大きい

12.212.2

15.715.7

9.19.1

10.410.4

8.38.3

8.68.6

8.48.4

5.85.8

5.75.7

5.15.1

37.337.3

31.331.3

35.435.4

32.732.7

34.334.3

32.332.3

26.726.7

27.727.7

23.823.8

23.323.3

11.211.2

14.314.3

11.811.8

14.114.1

12.212.2

13.313.3

10.910.9

13.213.2

18.118.1

16.616.6

4.14.1

7.37.3

4.44.4

5.15.1

4.24.2

4.84.8

4.04.0

4.24.2

7.17.1

6.96.9

35.235.2

31.431.4

39.339.3

37.637.6

40.940.9

40.940.9

49.949.9

49.149.1

45.345.3

48.148.1

出典：2022年次世代ライフスタイル調査


